
H29年5月末に（仮称）津市久居ホール設計業務が完了しました！！

■開催概要
会議名 第６回（仮称）津市久居ホール建設検討委員会

第７回（仮称）津市久居ホール管理運営検討委員会
日 時 平成29年8月9日（水） １０：００～１２：３０
場 所 津市本庁舎８階大会議室Ｂ
出席者 検討委員８名、アドバイザー、支援業者及び事務局

（仮称）津市久居ホール管理運営検討委員会第８号
発行月 平成29年10月

事務局から平成29年5月31日に設計業務が完了
したため、７月１２日に地元説明会を開催した旨の
報告と設計概要の説明や地域活性化、管理運営計画
について提案がなされ、それに基づき検討が行われ
ました。

提案に対し、下記のような意見が出ました。

・「スタジオ」の名称を「多目的アートルーム」に
変える事は、空間は変わらない様でいて、場合に
よっては趣旨が変わってしまうのではないか。

◎管理運営検討委員の変更

久居商店連盟理事であった別所正樹委員から、久
居商店連盟理事の加藤久氏が新たに管理運営検討委
員へ就任されました。

○ロッカーの設置については、１階中央「ミュージッ
クルーム１」付近に確保。

○スタジオ壁面の構成は、展示に関してキャットォー
ク下にピクチャーレールを追加。

○エントランスロビーでの掲示については、ラウンジ
の周りの壁を想定していたが、最終的には「ひさい
アートストリート」にピクチャーレールを設置。

○植栽計画は前回提示した案から事業認定申請の内容
（緑地３％程度）に合わせたものに変更。

○内装を木造化できないかという意見については、エ
ントランスロビー及びホール客席それぞれの天井の
一部に木材を採用した。

○思いやり駐車場は基本設計時では２台であったが、
６台とし、庇の要望に対しては、その駐車区画まで
の通路に庇を設置。

○展示スペースを1,000㎡確保する際に、極力１階で
催しができるように情報ラウンジを含める仕様とし
た。

〇いろいろな方が公平に使用できるよう、また、展示
スペースの確保という観点から、「スタジオ」の名
称を「多目的アートルーム」として整理した。

（仮称）津市久居ホール建設検討委員会

◎前回の建設検討委員会時の設計案か
らの変更点

設計概要について

◎（仮称）津市久居ホール 設計概要

・ホール（720席）
多様なニーズに対応できる
プロセニアム方式を採用し、
本市のホールで初めて前舞
台を設ける。

・多目的アートルーム
旧名称スタジオ（245㎡）
展示や小規模な公演、コン
サートまたリハーサルなど
多目的スペースとして利用
可。（約１５０席）

・その他の諸室
・アトリエ
・ミュージックルーム
・カルチャールーム
・ピアノルーム
・情報ラウンジ
・カフェ
・久居ホールサービスセンター
・市民サービスコーナー 等

・専用展示ギャラリー
（198㎡）
多種多様な作品の展示に
対応できるように天井高
４ｍを確保。又、可動パ
ネルを設置。

・多目的という言葉は無目的になってしまう。

◎情報ラウンジ、カフェについて
事業のお知らせ、他館の情報提供、久居ホール
での実施した創作活動の公開・発信、地域の情
報発信を予定。机や本棚などについては、展示
利用を想定している。

情報ラウンジ

カフェ
指定管理者制度を前提として整備することを予
定しているが、どのようなカフェが望ましいか
検討中である。

・スタジオという言葉にはやや創造性があるが
「多目的」という言葉では創造性がなくなってし
まうのではないか。

・情報ラウンジ、スタジオは劇場法に基づく施設の
実現において重要であり、変更は慎重にすべきで
ある。

事務局から情報ラウンジとカフェの機能につ
いて次のように提案がなされ、検討が行われま
した。

前回10月の建設検討委員会後、12月～2月にか

けて身体障害者団体等に対して設計について状況報
告を行い、そこで出た意見も踏まえて設計をまとめ
ました。



（仮称）津市久居ホール建設検討委員会事務局
（仮称）津市久居ホール管理運営検討委員会事務局
津市スポーツ文化振興部文化振興課 文化ホール施設担当

〒514-８６１１ 津市西丸之内２３番１号

電話 059（229）3202 FAX 059（229）3544

Email; 229-3250@city.tsu.lg.jp

右記までご意見ご感想をお寄せください。
また、津市ホームページもご覧ください。

～地域をつなぐ開かれた独自性のある文化芸術の創造拠点～

◎行政と指定管理者との関係について

管理運営計画について
前回の検討委員会で出された意見の整理をし、

事務局にて計画書の修正がされたことについて
の説明があり、それに基づき検討を行いました。

第７回（仮称）津市久居ホール管理運営検討委員会

文化ホール中心の地域活性化について

提案に対し、下記のような意見が出ました。

・情報ラウンジは今の段階でこのようなものという
事を整理しておかないと、空スペース的なものに
なってしまう。

・どういうスタッフを配置するのかという事が大事。
久居ホールで行われたことをアーカイブしていく
事が重要。

・情報ラウンジは整備基本計画策定時に十分に詰め
切れていなかった。

提案に対し、下記のような意見が出ました。

・久居ホールは地域につながっているという特徴が
あるので、それを活かす為の具体的なプログラム
をつくる必要がある。

・公平性の問題で連続使用の期限を設けるという話
だったが、創造活動の為なら期限をなくす特例も
必要である。

第６回（仮称）津市久居ホール建設検討委員会

下記のような意見が出ました。

・商店連盟のマップなどにも久居ホールのPRをして
はどうか。

・商店連盟の聞き取りにおいては、久居駅からホー
ルまでのルート確保、ホールの催しの充実、ホー
ルの早期完成を求める意見があった。

・品川観光協会では「つまみ食いウォーク」という
ものを実施している。久居駅～ホール間でもその
ようなものを行ってみてはどうか。

・ホールの中のカフェ、ロビーや建物の西側にある
大階段周辺でフリーマーケットなどを、商店街の
人達が主導で実施してはどうか。

・エントランスロビー、多目的アートルームや専用
展示ギャラリーは市民管理のようにして、市民の
文化施設への滞留時間をのばせないだろか。

・アーティストと地域の人達がイベントなどを通し
て仲良くなる仕組みをつくっていけたら良い。

・文学館との連携についてもっと検討すべき。

・計画書の中の「久居オリジナル」「独自の」とい
う言葉についてもっと詰める必要があり、久居の
独自性について検討すべきである。

・市は今回、整備基本計画に立ち返って計画書の修
正を行ったが、その基盤となっている劇場法まで
立ち返った検討をお願いしたい。

・お年寄りが参加できる施設にしていくことで、高
齢者の外出支援にもなる。

○指定管理者制度の導入を想定している。

○指定管理者と市の関係について、どのようにコ
ミュニケーションをとっていくかが、今後の大
きな検討課題であり、その仕組みを整理したい。

新たな文化ホールの整備により、久居駅周辺

地区の賑わいの創出や商店街の再生や活性化を
実現するため、
さまざまな取
組について意
見が交わされ
ました。

・施設から外にサービスを展開していくアウトリー
チは、劇場法の観点からも重要。


